
王福生
北京琉璃廠にある工芸品を扱う潤古堂の
店主。翡翠や玉の加工彫刻の名人

李同源

主人公。王福生に玉器彫りの腕を見込ま
れて潤古堂で働く。脳溢血で倒れた主人
に代わり、青玉獅子香炉を彫る。王福生
が病死すると、清室善後委員会（1925
年、故宮博物院に発展）に、紫禁城の収
蔵品を整理する仕事を得て、店を出る。
程素英への想いが太い縦糸の一本

程素英

王福生の息子の嫁。若い未亡人。義父、
王福生が死に、新しい店主が決まると、
知人、荘念偉の口利きで李同源に清室善
後委員会の職を紹介し、自分も上海に去
る。文物遷運中、重慶で荘念偉と再婚

荘念偉
程素英の元同僚。清室善後委員会では李
同源の上司

野口某
日本人の古美術ブローカー。潤古堂の
オーナー。30年を経て、台湾で李同源と
再会。李同源に香港店を任せる

登　場　人　物

琉璃廠に潤古堂という工芸品
リュウリーチャン

を扱う店があった。この店の雇

われ店主の名を王福生といった。

王福生には、妙な信条・癖があっ

た。「玉がほんとうに生きるた

めには、人間の膚からエッセン

スを吸い取らねばならない。そ

れも女性の膚である。彼は彫り

つつある玉を、いつも女性に抱

かせた。そればかりではなく、

仕事中は近くに女性を坐らせた。」

1923年の春、ときどき書画を売りに来る顔見知り

の宦官が、写真そっくりの香炉を彫ってほしいといっ

て来る。本物の香炉は廃帝溥儀の収蔵品であったと

いう。王福生は、贋物をつくることに気のりがしな

かったが、本物が、いま、中国にないことを知り、

この依頼を引き受ける。

直後、福生は脳溢血で倒れ、半身不随になってし

まい、弟子の李同源がこの仕事を引き継ぐことにな

る。同源は、主人・王福生の信条・癖の役を演じる

若い未亡人・程素英と、依頼の香炉を彫る。

そんな日を重ね、「青玉獅子香炉」は完成するの

だが…。時代に翻弄され、「青玉…」を追って転々

とする李同源の人生がはじまる。

次ページのような経路を辿り、 後の場面はアメ

リカでまっていた。李同源は程素英と共にアメリカ

に渡る。二人はともに六十近くなっていた。

本号では第60回直木賞（昭和43年下半期）を受賞した『青玉獅子香炉』を取りあげます。初出は、昭和43

年『別冊文藝春秋』105号です。 (編集委員 橘雄三)
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《 1．『青玉獅子香炉』の時代背景 》

1912.1～ 中華民国成立 首都 南京 孫文臨時大総統

1912.2～1916.6 袁世凱 宣統帝の退位を実現させ、臨時大総統、大総統、皇帝(３ヶ月ほどで失脚、憤死)

1928.6 国民革命軍 蒋介石北京入城 （北伐完了）

十二年にわたる北京政府軍閥時代（黎元洪、馮国璋、徐世昌、黎元洪、曹錕、段祺瑞、張作霖）
れいげんこう ふうこくしょう そうこん だんきずい

1924.10 馮玉祥、クーデターをおこし、北京を掌握。
ふうぎょくしょう

溥儀、紫禁城退去

1924. 12 孫文入京（1925.3.12 死去）

日中戦争（1931.9.18 柳条湖事件 1937.7.7 盧溝橋事件 37.12.13南京占領 1945.9.2日本降伏 ）
ろこうきょう

柳条湖事件（９・１８事変）がおこると、戦雲は早晩、華北に及ぶことが憂慮され、博物院所蔵の民

族の文化遺産を救うべく、「文物遷運」が決定される。

《 ２．登場人物＆あらすじ導入 》

文藝春秋社版表紙



王福生が亡くなり、店主が替わったこともあって、李同源は潤古堂を辞め、程素英の紹介で清室善後委員

会で働くことになります。この委員会は、紫禁城内の収蔵品を整理して、博物館を作るという目的をもって

いました。その縁で、やがて、李同源は自身が彫った獅子香炉と出会います。

1925年10月、故宮博物院が発足し、李同源を含め、委員会の職員のほとんどが博物院に入ります。

1931年、柳条湖事件（９・１８事変）がおこると、戦雲が華北に及ぶことを憂慮し、博物院所蔵の文化遺

産を救うべく「文物遷運」が決定され、李同源も遷運に随うこととなります。

概略は下の枠内のとおりです。

『青玉獅子香炉』に描かれた「文物遷運」経路

2020.10.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.19 ＜ ２ ＞

■『青玉獅子香炉』に描かれた「文物遷運」経路（朱字は、李同源が文物と行動を共にした経路）

①1933年 北京→浦口→上海

②1936年、南京分院が完成し、1937年にかけ 上海→南京

③1937 南京→漢口 → 宜昌 → 重慶 → 楽山

～39年 一部は長沙→桂林→貴陽→安順 → ④1947.3重慶集中→⑤1947.12南京全数帰還

宝鶏→漢中→成都→峨眉 約二万箱

日中戦争終結後、国共内戦激化、国民党劣勢顕著に

⑥南京に帰還した文物の内、結果として、厳選した三千箱ほどが、1948～49年、３度の船で台湾へ。

青玉獅子香炉イメージ

「剣門」日中平和観光（株）

のサイトより

上の枠内の経路について、いくつか補足します。

①の補足■まず、２万箱が５回に分け、鉄道で、鄭州、徐州経由、南京の長江対岸浦口へ送られます。

③の補足■うち、７千余箱は、南京から、徐州経由で宝鶏までは列車輸送です。 後の列車が出発した

のは、1937年12月、日本軍の南京入城直前でした。李同源はこのコースに随います。

宝鶏→漢中→成都はトラック輸送です。雪の秦嶺山脈を越え、やっと漢中に着くと、

更に奥地、成都への命令が待っていました。橋のない川を木舟にトラックを乗せて

渡たり、蜀の桟道で有名な崖っぷちの狭道を走り、やっとのことで成都に着きます。

さすが陳さんです。こんな難路、トラックに揺れながら、若い科長に杜甫の詩

「剣門」を吟誦させます。まだまだ、遷運は続きます。

それから７年、国共内戦が続く1947年、南京に２万箱が全数帰還します。

『青玉獅子香炉』、クライマックスはこれからです。
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川口松太郎
力作が多く作家としては既に一家をなし、直木賞を受けて当然の実力者である。作家の構
成力が感じられて、読後感も強く力を持っている。恨むらくは前半の精細な描写に較べ、

後のうら返しがぞんざいで、もっと手をこませて書く必要はあった

石坂洋次郎
すぐれた作品だったが、同源の香炉に対する執着が神がかっていて、いま一つ必然性が不
足していると思った。しかし正面から読者を押してくる佳作であることはたしかである

大佛次郎
政治的変動に揉まれながら流転する人間の姿が面白く、また変転を続ける時代そのものも
よく生かしてあると思った。日本の作家が容易に持ち得ないのびのびと大まかな風格を、
このひとは持っている

村上元三
材料に比べて、この作品の人物関係や、素英の獅子香炉に対する執念が稀薄のようにも思
うが、同じ作者の「阿片戦争」をわたしも買っているし、当然ここらで直木賞を受けても
いい作家だと信じた

松本清張
受賞作は陳氏のものとしてはとくにすぐれたものではない。題材からいっても氏の薬籠中
のものだから氏としては平均作の上質の部類だろう。ということは受賞以後の活躍が間違
いないことである

誰の評？
背景の歴史的出来事の記述が多すぎて、香炉をめぐる人物が押しつぶされそうになるのも
気がかりだった

陳舜臣『青玉獅子香炉』133枚短編　第60回直木賞選評

川口～松本はウエブサイト「直木賞のすべて」より抄録。原出典は『オール讀物』昭和44年4月号
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も
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書

く
気
持
ち
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、
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か
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台
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台
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鶏
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鶏
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鶏
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っ
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鶏

に
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っ
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す
ぐ
て
ま
え
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長
安
が
あ
っ
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昔
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国
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だ
っ
た

け
れ
ど
い
ま
は
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
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あ
し
た
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発
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れ
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と
う
た
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た
詩
が
あ
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鶏
と
い
う
地
名
が
出
て
き

た
と
き
に
こ
れ
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
て
、

そ
の
モ
チ
ー
フ
は
そ
の
陸
游
の
詩
な
ん
で
す
。

あ
の
作
品
の
中
に
杜
甫
の
詩
を
ち
ょ
っ
と

引
用
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
陸
游
の
詩
は
引
用

し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
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興
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ま
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陳
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お
っ
し
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て
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あ
し
た
に

宝
鶏
を
発
し
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れ
に
長
安…

」
は
最
後

の
句
で
す
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線
は
編
集
委
員
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す
。

■
補
足

「

中
原
日
月
用
胡
暦
」

「
中
原
」
は
中
国
の
中
心
部
、
黄
河
中
流

域
。
そ
こ
が
「
胡
暦
」
、
つ
ま
り
、
異
民
族

の
暦
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
支
配
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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陳舜臣さん『青玉獅子香炉』の執筆動機を語る

『新刊展望』昭和44年4月号の池島信平連載対談、「第60回直木賞受賞をめぐって」に陳舜臣さんが登場し、受賞

作『青玉獅子香炉』の執筆動機について次のように語っておられます。ちょっと長くなりますが、非常に興味深い

内容ですので、引用します。ただ、陸游の「秋興」がモチーフというのは、難解ですね。
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上の評、私（橘）は、「誰の評？」にもっとも納得です。



陳舜臣さん、老いを語る
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いい文章に出会いました。2010年4月6日付毎日新聞の記事です。「天災も大病も嘆いても始まらない」

「志 いつも曹操」、喜寿を過ぎた私も、この言葉を座右の銘とし、老いを生きたいものです。

なお、記事中、曹操の詩の活字が小さいので、ここに補います。驥老(老驥？)伏櫪 志在千里 烈士暮年

壮心不已 ■驥は名馬。櫪は飼馬桶、厩。 (編集委員 橘雄三)
き れき か いばおけ うまや

『
陳
舜
臣
全
集

第
二
十
三
巻
』

（
一
九
八
八

講
談
社
）
の
稻
畑
耕

一
郎
氏
の
解
説
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
ま
す
。

『
青
玉
獅
子
香
炉
』
の
直
木
賞
受

賞
は
台
湾
で
も
評
判
に
な
り
、
す
ぐ

に
翻
訳
が
出
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
故

宮
の
関
係
者
か
ら
、
い
く
つ
か
抗
議

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
陳
舜

臣
さ
ん
は
、
香
炉
に
「
乾
隆
三
十
四

年
」
の
銘
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
が
、
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器
の
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隆
年
製
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乾
隆
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と
あ
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で
、
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」
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い
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磁
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す
が

参
考
に
は
な
り
ま
す
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香
炉
の
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に
関
す
る
抗
議

[おおさか発・プラスα:老いに学ぶ]


